
第１回まちづくり勉強会

令和４年１１月２７日

豊田市企画政策部土地利用調整課
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本日の内容

1. まちづくり勉強会について
2. 意向調査の結果
3. まちづくり検討の進め方
4. 開発手法の紹介
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1.まちづくり勉強会について
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開催の背景

まちづくり勉強会について

・御幸地区でまちづくり
意向調査を実施

・まちづくり検討を
進めていく区域を決定

御幸地区
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開催の背景

まちづくり勉強会について

・御幸地区でまちづくり
意向調査を実施

・まちづくり検討を
進めていく区域を決定
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●住宅需要に応える宅地を供給す
るとともに都市機能や生活機能
の確保し、居住誘導を図る地域

●都心及び産業技術核と一体とな
る都市機能の誘導を図る地域

●都心に近く、住居系用途地域に
隣接した生活利便性の高い地区

「居住誘導拠点」

資料：第8次豊田市
総合計画

「都市機能連携拠点」

御幸地区

御幸地区の位置づけ

6



御幸地区の現状

市街化調整区域
・市街化を抑制すべき
区域

・建物を建てることが
原則認められない
区域
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住宅がまばらに立地

主要な道路沿いで開発

その他、資材置場や駐車
場なども点在して立地

御幸地区の現状
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【無秩序な個別開発のイメージ】
●住宅、産業施設、農地が混在
●小学校近隣で工場や物流施設の
立地が進行
●集落を囲うように産業施設が立地

出典：国土地理院

N

住宅 住環境が悪化（景観、通風、
日照、騒音、振動、臭気）

交通 渋滞による交通の悪化、
住宅地への通過交通の流
入、歩行者、通学の危険

土地利用の混在による問題

無秩序な個別開発
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人口ピーク

出典：第8次豊田市総合計画

増加 減少

●今後も増加傾向がしばらく続き、
2030年の43万人をピークに減少に転じる見込み

豊田市の人口推計
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スピード感のある計画的な市街地整備
が必要

・都市機能連携拠点
・居住誘導拠点

①御幸地区の位置づけ
・土地利用が
混在

②御幸地区の現状
・2030年をピーク
に減少

③豊田市の人口

今後のまちづくり
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・土地所有者同意、計画等に時間を
要する。

一度に全域を整備
〈土地区画整理事業〉

候補地区を選定し、整備検討
〈民間開発〉

● 一度に全域を整備することは困難
● 候補地区を選定し、まちづくりを検討

・民間活力を活かしながらスピード感
のある整備を目指す。

スピード感のある計画的な市街地整備
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まちづくり意向調査
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まちづくり意向調査結果（御幸地区全体）

積極的に

進める

45.9%

どちらで

もよい

12.1%

今のままでよい

24.4%

わからない

15.9%

その他

1.8%

今後のまちづくり意向

自己利用

38.4%

貸地

31.7%

売却

14.0%

未定

16.0%

将来の利用形態

御幸地区全体で一度に検討を進めるのは難しい・・・

まちづくり検討を進める区域の選定

９月発送書類

14



土地所有者意向のポイント
● まちづくりを望んでいるか
● 用地の協力が得られるか など

その他のポイント
● 駅からの距離
● 主要道路に接している など

まちづくり検討区域の選定
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勉強会の目的

まちづくり勉強会について

・検討区域でどのような
まちづくりができるのか
考えていく

（仮称）新上挙母駅西地区

・まちづくりの理解を深めて、
まちづくりに対する思いを
共有する
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今後の検討のポイント

「土地所有者のまちづくり意向」

◎全土地所有者意向一致
⇒地区全域でまちづくり

△一部土地所有者意向一致
⇒地区の一部でまちづくり

×土地所有者意向がバラバラ
⇒まちづくり断念

「この地区に適した開発手法」

（仮称）新上挙母駅西地区
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まちづくり勉強会の協力者
株式会社URリンケージ中部支社
○まちづくりの専門的な知識
○まちづくり検討の経験

1. まちづくり勉強会について
2. 意向調査の結果
3. まちづくり検討の進め方
4. 開発手法の紹介

本日の内容
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２．意向調査の結果
①実施概要

目的
「まちづくり」に対する意向の高い箇所の確認など、今後の
「まちづくり」を検討する上での基礎資料収集のために実施

期間 令和４年2月16日から3月14日

対象
下市場町1～２丁目、丸山町１～５丁目、金谷町８丁目、御幸
町１～６丁目、司町３～６丁目の全部または一部

調査方法 郵送による配布・回収

回収率 81.3％（回収351票/発送432票）
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２．意向調査の結果
①実施概要

位置図

御幸地区

集計区域

意向調査の実施区域
（御幸地区）

今回の意向調査の集計区域
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２．意向調査の結果
②質問

分類 質問内容

回答者について 問１ 回答者の住所・氏名・電話番号

御幸地区のまちづくり
について

問２ 「御幸地区」の“現在の状況”について

問３ 「御幸地区」のこれからのまちづくりや土地利用の“将
来像”について

問４ 「御幸地区」の“今後のまちづくり（市街地整備）”について

「御幸地区」に所有する土地に
ついて

問５ 所有する土地の“現在の利用状況”について

問６ 所有する土地の“現在の利用形態”について

問７ 所有する土地の“将来の利用形態及び売却意向”について

問８ 所有する土地の“将来の利用意向”について

自由意見 問９ ご意見、ご要望等（自由記述）
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２．意向調査の結果
③今後のまちづくり意向（問４の回答）

●検討区域内で、まちづくりに積極的な意見は半数程度

→ 積極的な意向が高まらなければ、まちづくり推進は困難
まちづくりの推進には、さらに意向を高めていく必要がある ‼

① 2030年（令和12年）頃までに「御
幸地区」のまちづくり（市街地整備）
を積極的に進める。

② どちらでもよい

③ わからない

④ 「御幸地区」のまちづくり（市街地整
備）を特に進める必要はない。

約４９％

【今後のまちづくり意向】

まちづくり
検討区域内

①

49.2%

②

6.8%

③

16.9%

④

27.1%
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２．意向調査の結果
④将来の利用形態 及び 売却意向（問７の回答）

●「売却」意向は約2割と多くない、「未定」も約3割

→ スピード感のある開発に向けては、売却意向の方が増えることが重要 ‼

自己利用

31.1%

貸地

24.9%

売却

18.9%

未定

25.1%

まちづくり
検討区域内

【将来の利用形態 及び 売却意向】
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２．意向調査の結果
⑤将来の土地利用意向（問８の回答）

●都市的土地利用を希望する方が多い 一方 「未定」、「農地」の方もそれぞれ約２割

→ 皆さまの意向が実現できるような、まちの将来像や実現手段の検討が必要 ‼

宅地

26.8%

商業

14.9%

工業

1.8%

駐車場

12.4%

農地

19.2%

未定

23.3%

その他

1.7%
都市的土地利用合計

約56％

【将来の土地利用意向】

まちづくり
検討区域内

宅地

7.5%
商業

5.8%
工業

1.7%

駐車場

14.2%

農地

70.0%

その他

0.8%

【現状】



今後の検討のポイント

「土地所有者のまちづくり意向」

◎全土地所有者意向一致
⇒地区全域でまちづくり

△一部土地所有者意向一致
⇒地区の一部でまちづくり

×土地所有者意向がバラバラ
⇒まちづくり断念

「この地区に適した開発手法」

（仮称）新上挙母駅西地区
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３．まちづくり検討の進め方
① まちづくり検討の流れ

Ｓｔｅｐ❶ 可能性の検討 Ｓｔｅｐ❷ 事業化の検討 Ｓｔｅｐ❸ 事業化

意向調査の
実施

・勉強会
・合意形成 など

・区域の設定
・まちづくりの計画・手法の立案

・法手続き
・事業認可
・開発許可

現在

まちづくり勉強会の実施 ・権利者組織の立ち上げ、運営等
・区域内権利者の合意形成

許認可
→事業推進まちづくりを進める合意形成
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３．まちづくり検討の進め方
②今年度のまちづくり勉強会の進め方

第１回勉強会 2022/11/27(日)

・まちづくり検討の進め方ほか

第２回勉強会 2022/12/18(日)

・まちの将来像 ほか

第３回勉強会 2023/1/下旬～2/上旬

・開発のイメージ ほか

本日
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３．まちづくり検討の進め方

③第２回 まちづくり勉強会の議題（予定）

回/年月 議 題（予定）

第２回

Ｒ4.12.18(日)

１．前回のおさらい

２．事例紹介

３．まちの将来像
・土地利用
・開発の可能性 など

４．意見交換
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３．まちづくり検討の進め方

④第３回 まちづくり勉強会の議題（予定）

回/年月 議 題（予定）

第３回

Ｒ5.1/下～2/上

１．前回のおさらい

２．開発のイメージ
開発規模や手法を想定し、開発のイメージや
メリット・デメリットの検討 など

３．次年度の進め方

４．その他
開発意向のアンケート

５．意見交換 アスムテラス豊田平戸橋
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４．開発手法の紹介

イメージ

❶個別開発

❷地区計画

❸土地区画整理事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

主な開発手法
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４．開発手法の紹介
❶個別開発（開発許可による）

●市街化調整区域内なので、特別な場合を除き開発抑制
●放置すると、虫食い的な土地利用の進行懸念
●道路、公園などの整備は見込みづらい

開発イメージ 事例写真

豊田市内（Ｇｏｏｇｌｅアース）



開発イメージ 事例写真
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４．開発手法の紹介
❷地区計画 （スピード感のある開発可能）

●通常、民間事業者が全て用地買収し開発
●一定規模以上 まとまった区域で、計画を定め開発

アスムテラス豊田平戸橋



33

４．開発手法の紹介
❸土地区画整理事業
●組合施行の場合、地権者が組合員となり事業に関与
●一定の規模以上 まとまった区域で、計画を定め開発
●土地を保有したまま開発が可能 一方、減歩あり
●時間を要する

開発イメージ 事例写真

豊田市四郷駅周辺地区



日 時 ： 令和４年１2月１８日（日）
１６:００～１７:３０
（本日と同じ）

場 所 ： 朝日丘交流館 多目的ホール
（本日と同じ）

テーマ ： まちの将来像（予定）

次回勉強会のご案内

※皆さまのご参加をお待ちしています
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